
整備イメージ

新千歳空港（冬期の現況）

誘導路を複線化(新設)

新千歳空港では、除雪作業や航空機のトラブル等による滑走路の一時占有に起因する遅延や欠航が課題となっています。

このため、誘導路複線化事業を実施し、冬期の航空機の安定運航を図るなど、航空ネットワークの拠点となる空港機能を

強化し、旅行者の受入環境整備に取り組みます。
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• 末端取付誘導路について、南北ともに完成。北側は令和５年６月15日、南側は令和6年11月28日にそれぞれ供用開始。
• 平行誘導路部については今年度予定していた調査は完了。次年度は設計を進める予定。
• 引き続き、早期供用開始に向け事業進捗を図る。

令和６年度の実施（完了）状況

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり

○ 観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり

【末端取付誘導路複線化 施工状況】

航空利用に支障のない夜間に
舗装工事を実施しています

空港の受入機能強化



【利用環境向上に向けた道の駅整備】
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• エゾシカ衝突注意マップを更新し、ドライブ観光を推進。
• 引き続き、自治体や「道の駅」管理者と道の駅に求められる防災や観光、福祉など多様な社会ニーズへの対応に向け

た意見交換を行う。

令和６年度の実施（完了）状況

○ 観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり ドライブ観光の推進

安全・安心で快適なドライブを支える道路や「道の駅」の整備、インバウンド観光を見据えた観光地案内や多言語によ
る道路情報提供の充実、公共交通との連携強化等の取組を推進するとともに、観光地案内やエゾシカ衝突マップの配布
などの道路情報提供の充実等に取り組みます。

令和４年４月に北海道開発局・北海道経済産業局・北海道地方環境事務所・北海道によるワーキングチームを設置し、
道の駅設置者である市町村や道の駅管理者と連携し、「道の駅」に急速EV充電施設の設置を目指します。

【「エゾシカ衝突注意マップ」の更新】

観光案内所設置
（道の駅「石狩「あいろーど厚田」」）

【道の駅への急速EV充電施設設置】

観光案内所設置
（道の駅「石狩「あいろーど厚田」」）

（道の駅「北欧の風 道の駅とうべつ」）

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり
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• 令和６年度、空知シーニックバイウェイが新たにルート指定。
• 支笏洞爺ニセコルート、札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルートの「秀逸な道」を明示する看板を設置。
• 引き続き、活動団体等との連携のもと、地域と協働による取組を推進。

令和６年度の実施（完了）状況

○ 観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり 「シーニックバイウェイ北海道」の推進

地域資源を最大限に活用した美しい景観づくり、活力ある地域づくり、魅力ある観光空間づくりを目指し、「支笏洞爺
ニセコルート」「札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート」「空知シーニックバイウェイ-体感未来道-」の
活動団体と協働した取組を推進します。

「世界水準」の観光地形成に向け、地域の活動団体がお薦めする魅力ある景観を有する道路を選定し、景観の維持・形
成や誘客に向けた広報等を重点的に実施する、シーニックバイウェイ「秀逸な道」について、令和５年度から本格的に
展開しています。

「秀逸な道」

支笏洞爺ニセコルートウエルカム北海道エリア
（国道453号千歳市幌美内国有林Ｌ=９ｋｍ）

札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート
（国道230号札幌市南区定山渓国有林Ｌ=10ｋｍ）

「秀逸な道」の看板を設置

空知シーニックバイウェイ-体感未来道-

札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート支笏洞爺ニセコルートウエルカム北海道エリア

空知シーニックバイウェイキャラバン
vol.4 ～北空知

南区 冬の雪あかり「４５３(ヨゴサン)５３０(ゴミゼロ)」
キャンペーンin 支笏湖

千歳ウエルカム花ロード【国道453号「支笏湖ブルーに出逢う道」】

【国道230号「森を抜ける公園のような道」】

「秀逸な道」の看板を設置

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり
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• 令和６年度は、第２回石狩川流域圏会議（サイクルツーリズム推進ワーキンググループ等）を開催し、石狩川流域圏
走行会、実施計画（アクションプラン）などについて協議。

• 「石狩北部・増毛サイクルツーリズム推進協議会」及び「石狩川流域圏ルート協議会」では、協議会の取組に賛同い
ただいた国道維持除雪工事受注者、河川巡視業務受注者の協力のもと、道路・河川の巡回中に自転車用工具と空気入
れを無料で貸し出しする「サイクリスト・応援カー」の取組を実施。

令和６年度の実施（完了）状況

○ 観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり サイクルツーリズムの推進

世界水準のサイクルツーリズム環境の実現に向け、多様な関係機関との連携の石狩・空知・上川地域の全長約333kmに
及ぶ「石狩川流域圏ルート」、石狩・留萌地域の全長約290kmに及ぶ「石狩北部・増毛サイクルルート」において、案
内看板や路面表示の設置等により、安全で快適な自転車走行環境の改善を目指します。

また、道の駅等へのサイクルラック設置やサイクリスト・応援カーの取組等により、サイクリストの受け入れ環境の充
実、情報発信の取組を推進します。

石狩川流域圏ルート走行会
令和6年9月 ルート全長

約333km

【石狩川流域圏ルート】

石狩川河口から層雲峡
空港とのアクセス性に優れる

【石狩北部・増毛サイクルルート】

ルート全長

約290km

サイクリスト・応援カー
サイクルラック設置

（道の駅「しんしのつ」）

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり
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• 地元の団体等が主催する水辺イベントにおいてブースを出展し、河川部門「かわたびほっかいどう」、
道路部門「シーニックバイウェイ北海道」、農業部門「『わが村は美しく－北海道』運動」等をＰＲ

• バスツアー会社と連携したダム見学ツアーや意見交換会を実施。
• 石狩川流域の河川区間に関する見どころやイベント情報について「かわたびほっかいどう」公式ＨＰ等で情報発信
• 舞鶴遊水地を活用したタンチョウ観察・ものづくりツアーが民間会社主導で開催。
• 令和６年９月に、空知川幾寅地区において「MIZBEステーション」「かわまちづくり」の起工式を実施。

令和６年度の実施（完了）状況

○ 観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり 「かわたびほっかいどう」プロジェクトの推進

世界水準の観光地の形成を目指し、四季折々の川の自然環境や景観、水辺活動やサイクリング環境など河川空間が
有するポテンシャルを活用したツーリズムを推進します。

川に関する情報の効果的な発信、住民や観光客の水辺利用や周遊のサポート、各地域・分野の関係者間のネットワー
ク強化による水辺利活用に係るニーズの発掘・マッチングの促進、地域と連携した魅力的な水辺空間の創出等により、
地域づくり・観光振興に貢献します。

自然再生地における
イベント（南幌町）

幌向地区自然再生地で
は、幌向湿原での体験イ
ベントとして湿生植物の
移植などを実施
（主催:ふらっと南幌 等）

旅行会社と連携した
ダム見学ツアー
（三笠市）

令和６年３月に完成した新桂沢
ダムと現在建設中の三笠ぽん
べつダムの見学会を実施
（主催:幾春別川ダム建設事業所）

江別市かわまちづくり
との連携（江別市）

江別駅周辺をアイスキャンドル
で照らすイベントを実施
（主催:江別河川事務所）

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり
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• 「４カ国語（英語、中国語、タイ語、韓国語）のＨＰ」を作成するとともに、「４カ国語版ガイドブック」を作成、配
布、「翻訳機等による公園案内」等の取組を継続実施。

• 令和７年２月より現在地や公園の各種施設情報などがスマートフォンで把握可能な「滝野デジタルマップ」を公開。
３カ国語（英語、中国語、韓国語）に対応しており、インバウンド観光の利便性向上となっている。

• 令和６年度冬季のホワイトシーズン（12月～翌3月）は、令和６年12月2２日から滝野スノーワールドとしてオープン。
２月１日・２日には冬のアクティビティやスポーツ体験を楽しめる滝野スノーフェスティバルを開催。

• 札幌市と連携を図り、市営地下鉄駅構内の広告掲示による観光旅行者の来園に向けた働きかけを実施。

令和６年度の実施（完了）状況

○ 観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり 滝野すずらん丘陵公園におけるインバウンド観光の推進

「自然と人・人と人のふれあい」を基本テーマとし、多様なニーズに対応して四季を通じた利用促進を図るため、花
フェスタ（チューリップ・すずらん等）、滝野スノーフェスティバル、森の中で音楽やソリ遊びを楽しむ森フェス等、
様々な野外レクリエーション活動を展開するとともに、快適・円滑に公園を楽しむための環境整備を推進しています。

※写真は過年度のもの

【花フェスタ(花修景施設 カントリーガーデン)】

インバウンド観光客の
花修景鑑賞
（チューリップ・すずらんフェスタ）
※写真は過年度のもの

４カ国語版の
ガイドブックを作成

英語版

現在地を把握可能

【滝野公園デジタルマップ】

英語、中国語、
韓国語の3カ国語
に対応

【滝野スノーフェスティバル(滝野スノーワールド)】 【地下鉄駅構内の広告掲示 】

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり
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• 令和６年３月、６月、９月及び１２月の計４回開催。
• 道内各地の「食」や「観光」、各地で開催されるイベントのほか、｢ウポポイ｣（北海道白老町）、「シーニックバイ

ウェイ北海道」などの情報発信を通じて、地域支援、地域の活性化を推進。

令和６年度の実施（完了）状況

○ 観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり 公共空間の利活用による地域の活性化支援

「北海道“みりょく”発信プロジェクト」と題して、札幌駅前通地下歩行空間「チ・カ・ホ」（北１条エリア）において、
道内各地の地域情報や「シーニックバイウェイ北海道」の取組を紹介するポスターの展示やパンフレットなどの配付を
通じて、北海道各地の魅力ある地域の情報を発信しています。

「シーニックバイウェイ北海道」
「秀逸な道」の取組紹介

ウポポイのPR

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり
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○ 自然共生社会・循環型社会の形成 石狩川流域における生態系ネットワークの形成

石狩川流域の自然を次世代へつなぎ、動植物が安心して暮らせる「健全な生態系ネットワーク」の形成をめざして、河
川での生物のすみかを守り・再生する取組を進めています。

地域の暮らしや産業と自然が共に生きることを目指して、令和５年度から「石狩川流域生態系ネットワーク推進協議
会」を立ち上げ、関係機関と連携して活動しています。

令和６年度には、タンチョウを象徴とした「タンチョウと共に暮らせる流域づくり協議会」を発足し、生息環境の保全
と地域の魅力向上を両立させる取組を広げています。

第２回 石狩川流域生態系ネットワーク推進協議会（令和7年2月）

学識者、北海道開発局、環境省、北海道、市町村、企業、団体等による
健全な生態系ネットワークの形成の促進

当部が整備した千歳遊水地群に、タンチョウが毎年飛来しています。

令和６年度は、舞鶴遊水地（長沼町）などでヒナの誕生が確認されました。

空知総合振興局管内で実に１００年以上ぶりのタンチョウのヒナ誕生となった
令和２年から、５年連続でのヒナ誕生となります。

有識者、自治体、地域住民などと連携したタンチョウ保全活動の成果
（写真提供：タンチョウも住めるまちづくり検討協議会）

R6年5月
舞鶴遊水地で誕生したヒナ2羽 R6年10月 成長したヒナ

• 生態系ネットワークの全体構想や、各地での取組の共有・拡大、情報発信などを担う広域的な連携の場として「第２回
石狩川流域生態系ネットワーク推進協議会」を令和７年２月に開催。

• 長沼町と当部が連携してきた「タンチョウも住めるまちづくり検討協議会」は、令和６年度から「タンチョウと共に暮
らせる流域づくり協議会」として新たにスタート。新しい協議会は、ネイチャーポジティブの考え方やタンチョウの繁
殖状況等を踏まえ、千歳川流域を軸とする石狩川流域の取組へと発展させ、持続可能な地域づくり及び健全な生態系
ネットワーク形成に資することを目的としている。

令和６年度の実施（完了）状況

北海道の自然環境・文化の継承と、地域資源を活かした観光地域づくり


